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橋口 光雄発行人

全員で目をかけ声かけ意識して　目指そう安全・健康職場

　

数
年
前
か
ら
趣
味
で
夜
釣
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

ス
ズ
キ
や
チ
ヌ
、最
近
で
は
う
な
ぎ
釣
り
に
は
ま
っ
て

い
ま
す
。

　

仕
掛
け
は
餌
と
な
る
ア
オ
イ
ソ
メ
の
ぶ
っ
こ
み
釣

り
で
、鈴
の
音
を
た
よ
り
に
当
た
り
を
待
ち
ま
す
が
、

そ
う
や
す
や
す
と
ウ
ナ
ギ
は
食
い
つ
い
て
は
く
れ
ま

せ
ん
。足
し
げ
く
通
う
う
ち
、こ
こ
だ
と
い
う
場
所
を

よ
う
や
く
見
つ
け
ま
し
た
。こ
こ
だ
け
の
話
、某
市
役

所
前
か
ら
〇
〇
メ
ー
ト
ル
上
流
の
〇
〇
付
近
で
す
。

そ
こ
で
は
、腕
が
良
け
れ
ば
翌
日
に
は
う
な
ぎ
の
か

ば
焼
き
に
あ
り
つ
け
ま
す
。

　

五
十
数
年
前
、当
時
小
学
生
だ
っ
た
私
は
う
な
ぎ

獲
り
に
夢
中
で
し
た
。竹
の
ぼ
っ
ぽ（
筒
）に
ド
バ
ミ

ミ
ズ
を
入
れ
、翌
朝
引
き
上
げ
に
行
き
ま
し
た
。筒

に
は
、ず
っ
し
り
と
重
い
何
匹
も
の
ウ
ナ
ギ
が
入
り
、

逃
げ
出
そ
う
と
す
る
の
を
自
分
の
帽
子
に
包
み
、持

ち
帰
っ
た
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。今
で
は
充
分
な

数
の
ド
バ
ミ
ミ
ズ
も
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
く
な

り
、釣
り
具
店
の
冷
蔵
庫
に
入
れ
ら
れ
た
養
殖
ミ
ミ

ズ
が
売
ら
れ
る
時
代
と
な
り
ま
し
た
。こ
こ
に
も
自

然
環
境
の
変
化
を
感
じ
む
な
し
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
２
年
前
の
夏
の
う
な
ぎ
釣
り
で
の
こ

と
、釣
り
竿
が
水
中
に
引
き
込
ま
れ
る
強
烈
な
引
き

が
あ
り
手
元
に
手
繰
り
寄
せ
る
と
、そ
れ
は
当
時
話

題
の「
シ
ベ
リ
ア
チ
ョ
ウ
ザ
メ
」で
し
た
。卵
の
塩
漬
け

が
、あ
の
高
級
食
材「
キ
ャ
ビ
ア
」に
加
工
さ
れ
る
淡

水
魚
で
す
。す
ぐ
に
卵
が
入
っ
て
い
な
い
か
腹
の
あ
た

り
を
さ
す
っ
て
み
ま
し
た
が
、残
念
な
が
ら
卵
ら
し

き
も
の
は
な
く
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。そ
の
後
、チ
ョ

ウ
ザ
メ
は
私
の
知
る
限
り
、大
淀
川
か
ら
パ
ッ
タ
リ

姿
を
見
せ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

思
わ
ぬ
魚
に
出
会
え
る
宮
崎
で
の
釣
り
の
楽
し

み
。こ
れ
か
ら
も
、自
然
を
大
切
に
し
つ
つ
、天
然
う

な
ぎ
を
求
め
て
夜
の
大
淀
川
に
足
を
運
び
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

と
こ
と
ん
ウ
ナ
ギ
釣
り

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

サ
ボ
テ
ン

7
July

2022

全
社
員
で
共
有
!!

情
報
は
、

企
業
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
!!
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公益性の確保と会員サービスの一層の向上を
令和４年度  定時総会  新会長に橋口光雄･宮崎ガス代表取締役会長が就任

　（
公
社
）宮
崎
労
働
基
準

協
会
の
定
時
総
会
は
6
月

15
日
、
宮
崎
市
の
ニ
ュ
ー

ウ
ェ
ル
シ
テ
ィ
宮
崎
で
会

員
74
人
が
出
席
し
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　冒
頭
、
塩
月
光
夫
会
長

（
宮
崎
ガ
ス
㈱
取
締
役
相
談

役
）は
、
若
干
減
少
傾
向
に

あ
る
も
の
の
な
か
な
か
収

束
が
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍

の
状
況
や
ロ
シ
ア
の
ウ
ク

ラ
イ
ナ
へ
の
一
方
的
な
軍

事
侵
攻
に
触
れ
た
う
え
で
、

「
国
内
の
現
業
部
門
を
中
心

に
労
働
力
不
足
が
続
く
中

で
令
和
元
年
か
ら
残
業
時

間
の
上
限
規
制
や
年
5
日

間
の
年
次
有
給
休
暇
の
消

化
義
務
な
ど
を
柱
と
す
る

改
正
労
働
基
準
法
が
施
行

さ
れ
、
そ
の
運
用
に
は
ご

苦
労
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
。
本
日
は
、
議
事
の
円

公
益
社
団
法
人
宮
崎
労
働
基
準
協
会 

役
員

橋
口

　光
雄

矢
野

　

 

俊
也

末
次

　稔

江
夏

　喜
一
郎

島
瀨

　浩

塚
本

　壽
隆

長
瀬

　孝
博

尾
上

　和
広

早
﨑

　秀
一

﨑
村

　直
正

大
野

　茂

河
野

　洋
一

玉
野

　

 　
伸

湯
村

　
　剛

野
々
垣

　暢
人

岡
部

　真
理
子

大
橋     

崇

山
本 

博
昭

山
下 

隆
幸

松
尾

　美
津
彦

久
保

　博
生

森
田

　博
之

﨑
田

　大
造

山
下

　修
次

今
村

　哲
夫

宮
崎
ガ
ス
㈱

　代
表
取
締
役
会
長

矢
野
産
業
㈱

　代
表
取
締
役
社
長

旭
化
成
㈱

　常
務
執
行
役
員

　延
岡
支
社
長

ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱

　代
表
取
締
役
社
長

王
子
製
紙
㈱
日
南
工
場

　執
行
役
員

　日
南
工
場
長

（
公
社
）宮
崎
労
働
基
準
協
会

　専
務
理
事

九
州
電
力
㈱
宮
崎
支
社

　副
支
店
長
兼
企
画
・
総
務
部
長

㈱
宮
崎
銀
行

　人
事
部
長

宮
崎
交
通
㈱

　執
行
役
員

　人
事
総
務
部
長

王
子
製
紙
㈱
日
南
工
場

　事
務
部
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

旭
化
成
㈱
延
岡
支
社

　環
境
安
全
部
長

宮
崎
県
経
営
者
協
会

　専
務
理
事

林
兼
産
業
㈱

　都
城
工
場
長

協
同
紙
工
㈱

　管
理
本
部
長

旭
有
機
材
㈱

　管
材
シ
ス
テ
ム
事
業
部
管
材
製
造
所
次
長

旭
有
機
材
㈱

　管
理
本
部

　人
事
部

　延
岡
総
務
・
勤
労
グ
ル
ー
プ
長

ラ
ピ
ス
セ
ミ
コ
ン
ダ
ク
タ
宮
崎
㈱

　総
務
部
長

S
U
M
C
O 

T
E
C
H
X
I
V
㈱
宮
崎
工
場
長

㈱
宮
崎
山
形
屋

　代
表
取
締
役
社
長

日
本
通
運
㈱
宮
崎
支
店
長

吉
川
工
業
ア
ー
ル
エ
フ
セ
ミ
コ
ン
㈱

　取
締
役

　管
理
本
部
本
部
長

宮
崎
県
農
協
果
汁
㈱

　管
理
部
長

㈱
ニ
チ
ワ

　工
場
長

㈱
宮
崎
銀
行

　人
事
部
調
査
役

㈱
宮
崎
太
陽
銀
行

　人
事
部
・
行
員
サ
ポ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
部
長
代
理

会
長（
代
表
理
事
）

副 

会 

長（
理 

事
）

副 

会 

長（
理 

事
）

副 

会 

長（
理 

事
）

副 

会 

長（
理 

事
）

専
務
理
事（
業
務
執
行
理
事
）

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

理

　事

監

　事

監

　事

令
和
4
年
度

※

印
は
新
役
員
　
〇
印
は
常
勤
（
所
属
・
職
名
は
６
月
15
日
現
在
）

※ ○ ※※※ ※※※

滑
な
進
行
に
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
」
と
あ

い
さ
つ
。
来
賓
と
し
て
出

席
さ
れ
た
宮
崎
労
働
局
の

田
中
大
介
局
長
は
、
3
年

ぶ
り
に
会
員
の
皆
様
が
参

集
し
た
本
総
会
に
際
し
、

「『
働
き
方
改
革
』の
さ
ら
な

る
取
組
推
進
や
、
中
小
企

業
に
お
け
る
最
低
賃
金
の

大
幅
引
上
げ
を
支
援
す
る

「
業
務
改
善
助
成
金
」、人
材

育
成
を
支
援
す
る「
人
材
開

発
支
援
助
成
金
」の
活
用
、

転
倒
・
腰
痛
災
害
や
熱
中
症

を
は
じ
め
と
す
る
労
働
災

害
防
止
へ
の
取
り
組
み
、

法
令
に
則
っ
た
外
国
人
労
働

者
の
労
働
条
件
確
保
に
つ
い

て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
さ
れ

ま
し
た
。

　議
事
で
は
、
令
和
3
年
度

の
事
業
報
告
及
び
決
算
報

告
、
役
員
選
任
案
な
ど
3
件

の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
令
和

4
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
が
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
う
ち
令
和
3
年
度

の
事
業
報
告
で
は
4
支
部
全

て
で
会
員
数
が
純
減
と
な

り
、
全
体
で
は
75
事
業
場
が

減
少
し（
う
ち
40
件
は
延
岡

支
部
労
働
保
険
事
務
組
合
の

廃
止
に
伴
う
脱
会
）
令
和
3

年
度
末
の
会
員
数
は

1
，8
5
6
事
業
場
と
な
っ

た
こ
と
、
ま
た
決
算
報
告
で

は
受
講
者
数
が
当
初
の
見
込

み
を
超
え
て
増
加
し
た
こ
と

及
び
雇
用
調
整
助
成
金
が
令

和
2
年
度
に
引
き
続
き
3
年

度
も
活
用
で
き
た
こ
と
な
ど

に
よ
り
令
和
3
年
度
決
算
は

約
1
0
0
万
円
の
黒
字
と

な
っ
た
こ
と
な
ど
が
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　審
議
の
結
果
、
3
件
の

議
案
は
全
て
提
案
通
り
承

認
。
当
協
会
を
支
え
る
会

員
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り

受
け
止
め
、
引
き
続
き
公

益
性
の
確
保
と
会
員
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

　役
員
選
任
で
は
、
5
年
間

会
長（
代
表
理
事
）を
務
め
て

き
た
塩
月
光
夫
氏
が
退
任

し
、
新
会
長
に
橋
口
光
雄
氏

（
宮
崎
ガ
ス
㈱
代
表
取
締
役

会
長
）が
就
任
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
役
員
は
下
表
の
と

お
り
で
す
。

退任する塩月光夫会長

来賓：田中大介宮崎労働局長
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　宮
崎
支
部
の
幹
事
会
は
6
月

15
日
、定
時
総
会
と
同
日
に
宮
崎

市
の
ニュー
ウ
ェル
シ
テ
ィ
宮
崎
で
幹

事
15
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　都
城
支
部
の
幹
事
会
は
5
月
13

日
、都
城
市
の
メ
イ
ン
ホ
テ
ル
で
来

賓
に
中
玉
利
都
城
労
働
基
準
監

督
署
長
を
迎
え
幹
事
16
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　日
南
支
部
の
幹
事
会
は
5
月
25

日
、日
南
市
テ
ク
ノ
セ
ン
タ
ー
で
来

賓
に
佐
々
木
日
南
労
働
基
準
監
督

署
長
を
迎
え
幹
事
１１
人
が
出
席
し

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長

　
 

江
夏

　喜
一郎

　

  

（
ヤ
マ
エ
食
品
工
業
㈱
代
表
取
締
役
社
長
）

副
支
部
長

　鈴
木

　隆
男

　（九
州
グ
ン
ゼ
㈱
宮
崎
工
場

                    

代
表
取
締
役
工
場
長
）

副
支
部
長

　頼
本

　健
一郎

　（宮
崎
交
通
㈱
都
城
営
業
所
長
）

安
全・衛
生
部
会
長

幹
事    

壱
岐

　正
利

　（九
州
電
力
送
配
電
㈱

　
　
　
　
　
　
　都
城
配
電
事
業
所
長
）

安
全・衛
生
部
会
副
部
会
長

幹
事

　松
﨑

　保
隆

　
　
　（㈱
九
電
工
小
林
営
業
所
長
）

安
全・衛
生
部
会
副
部
会
長

幹
事

　下
薗

　浩
二

　
　
　

 

（
㈱
九
南
安
全
品
質
管
理
部

　
　
　
　
　
　
　
　総
合
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）

支
部
長

　島
瀨

　浩

　
　（王
子
製
紙
㈱
日
南
工
場

　
　
　
　
　
　
　
　執
行
役
員
工
場
長
）

副
支
部
長

　渡
邊

　眞
一郎

　
　（日
南
商
工
会
議
所
会
頭
）

副
支
部
長

　堀
口

　勝
郎

　
　（串
間
商
工
会
議
所
会
頭
）

安
全
衛
生・労
務
管
理
部
会
長

幹
事

　益
留

　照
政

　
　
　（九
州
電
力
送
配
電
㈱

　
　
　
　
　
　
　日
南
配
電
事
業
所
長
）

　延
岡
支
部
の
幹
事
会
は
5
月
17

日
、延
岡
市
の
旭
化
成
向
陽
ク
ラ
ブ

で
来
賓
に
大
野
延
岡
労
働
基
準
監

督
署
長
を
迎
え
幹
事
9
人
が
出

席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

支
部
長

　末
次

　稔

　
　（旭
化
成
㈱
常
務
執
行
役
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　延
岡
支
社
長
）

副
支
部
長

　野
々
垣

　暢
人

　
　（旭
有
機
材
㈱
管
材
シ
ス
テ
ム
事
業
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

管
材
製
造
所
次
長
）

副
支
部
長

　長
友

　節
男

　
　（九
州
電
力
送
配
電
㈱
延
岡
配
電
事
業
所
長
）

労
務
管
理
部
会
長

幹
事

　岡
部

　真
理
子

　
　（旭
有
機
材
㈱
管
理
本
部 

人
事
部 

　
　
　

  

　延
岡
総
務
･
勤
労
グ
ル
ー
プ
長
）

安
全・衛
生
部
会
長

幹
事

　大
野

　茂

   

　（旭
化
成
㈱
延
岡
支
社 

　
　
　
　
　
　
　
　環
境
安
全
部
長
）

支
部
長   

矢
野

　俊
也

     （
矢
野
産
業
㈱ 

代
表
取
締
役
社
長
）

副
支
部
長  

松
尾

　幸
弘

　
　
　
　
　　（7
月
1
日
付
）

   

　（
九
州
電
力
送
配
電
㈱

　
　
　
　
　
　宮
崎
配
電
事
業
所
長
）

安
全
衛
生・労
務
管
理
部
会
長

　

幹
事

　脇
山

　孝

　
　（㈱
明
光
社
安
全
衛
生
部
長
）

宮
崎
支
部

延
岡
支
部

都
城
支
部

日
南
支
部

宮崎支部幹事会

延岡支部幹事会

都城支部幹事会

日南支部幹事会

島瀬支部長
（令和３年度就任）

末次支部長
（令和３年度就任）

幹
事
会
開
催

幹
事
会
開
催

宮
崎・延
岡・都
城・日
南
支
部

　今
年
度
の
支
部
事
業
報
告
会
は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

拡
大
防
止
の
た
め
中
止
し
ま
し
た
が
、各
支
部
の
幹
事
会
は
以
下
の

と
お
り
開
催
し
ま
し
た
。
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　延
岡
支
部
の
安
全
衛
生
推
進
大

会
が
6
月
8
日
13
時
30
分
か
ら
、

延
岡
市
の
延
岡
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

主
や
安
全
担
当
者
ら
66
社
1
2
2

名
が
参
加
し
安
全
衛
生
の
講
話
や

特
別
講
演
等
を
通
じ
て
「
災
害
０

と
健
康
確
保
」
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　岡
部
労
務
管
理
部
会
長
（
旭
有

機
材
㈱
グ
ル
ー
プ
長
）
の
開
会
の

挨
拶
に
続
き
、
大
野
安
全
・
衛
生

部
会
長
（
旭
化
成
㈱
延
岡
支
社

　

環
境
安
全
部
長
）
が
主
催
者
と
し

て
安
全
週
間
の
意
義
と
実
施
事
項

等
を
含
め
て
挨
拶
し
、
本
大
会
の

後
援
者
で
あ
る
延
岡
労
働
基
準
監

督
署
の
大
野
署
長
は
熱
中
症
対
策

や
行
政
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

ま
じ
え
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　安
全
衛
生
講
話
で
は
同
労
基
署

の
田
邊
安
全
衛
生
課
長
が
、
労
働

災
害
発
生
状
況
並
び
に
災
害
事
例

　
こ
の
度
、
塩
月
光
夫
前

会
長
の
後
任
と
し
て
公
益

社
団
法
人
宮
崎
労
働
基
準

協
会
の
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宮

崎
県
内
の
主
要
事
業
場
を

は
じ
め
約
1,
　8
5
0
事
業

場
を
会
員
に
も
ち
、
宮
崎
労

働
局
長
登
録
教
習
機
関
と
し

て
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
各
種
研
修
会

就
任
の
ご
挨
拶

会
長

橋
口

　光
雄

や
安
全
衛
生
大
会
等
を
開
催

し
て
労
務
管
理
と
労
働
安
全

衛
生
水
準
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
団
体

の
会
長
と
い
う
重
責
に
大
変

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束

が
な
か
な
か
見
通
せ
な
い

中
、
当
協
会
と
会
員
事
業
場

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世
界

経
済
の
変
化
や
産
業
構
造
の

変
化
な
ど
の
影
響
で
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
公
益

性
を
維
持
し
つ
つ
も
財
政
基

盤
の
強
化
を
も
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
会
員
数
の
増
加

を
図
り
、
各
種
講
習
会
等
の

受
講
者
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

獲
得
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
昭
和
42
年
に
設
立
さ
れ
た

宮
崎
労
働
基
準
協
会
は
平
成

29
年
に
50
周
年
を
迎
え
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。こ
の
間
、

労
働
災
害
防
止
活
動
は
も
と

よ
り
、
週
休
2
日
制
を
原
則

と
す
る
週
40
時
間
労
働
制
の

推
進
、
長
時
間
労
働
の
是
正

や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実

現
を
目
指
し
た
働
き
方
改
革

関
連
法
の
周
知
な
ど
に
宮
崎

労
働
局
の
指
導
の
も
と
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
当
協
会
と
し
ま

し
て
は
、
今
日
的
な
労
働
諸

問
題
へ
の
取
り
組
み
を
含
め

た
事
業
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
し

て
い
く
た
め
、
会
員
の
皆
様

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
4
年
度
の

定
時
総
会
を
も
っ
て
公
益
社

団
法
人
宮
崎
労
働
基
準
協
会

の
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
6
月
の
定
時

総
会
で
会
長
に
就
任
し
3
期

6
年
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
会
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
在
任
中
の
出
来
事
を
振
り

退
任
の
ご
挨
拶

会
長

塩
月

　光
夫

返
っ
て
み
ま
す
と
、
当
協
会

事
務
所
の
矢
野
産
業
祇
園
ビ

ル
へ
の
移
転
、
ト
ラ
ン
プ
米

国
大
統
領
の
登
場
、
働
き
方

改
革
関
連
法
の
施
行
、
２
０

２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
と

り
わ
け
、
令
和
２
年
１
月
に

発
生
し
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
は
、
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
中
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
感
染
の

影
響
は
多
少
弱
ま
っ
て
は
い

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
日
常
生

活
も
経
済
活
動
も
感
染
予
防

に
十
分
注
意
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
す
が
、

労
働
災
害
防
止
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
や
労
務
管
理
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
な
ど
当

協
会
の
公
益
法
人
と
し
て
の

使
命
は
果
た
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
後
任
の
橋
口
光

雄
会
長
に
経
営
基
盤
の
強
化

や
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

各
種
行
事
や
講
習
会
の
開
催

方
法
の
改
善
な
ど
の
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
引
き
続
き
協
会
事
業
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
具
体
的

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、
有
識
者
検
討
会
報
告
を

も
と
に
今
後
の
化
学
物
質
等
の
管

理
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　特
別
講
演
で
は
湯
川
裕
美
産
業

保
健
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
専

門
職
が
「
①
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

身
体
を
つ
く
る
②
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
」
と
い
う
2
つ
の
テ
ー

マ
で
講
演
さ
れ
、
免
疫
力
を
高
め

る
に
は
適
切
な
食
事
と
質
の
良
い

睡
眠
を
と
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
食
べ
物
ご
と
の

カ
ロ
リ
ー
比
較
も
あ
っ
て
、
会
場

で
は
多
く
の
方
が
う
な
づ
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
で
は
、
い
ざ
病
気
と

な
っ
た
時
に
仕
事
を
続
け
た
い
場

合
の
相
談
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
人

も
多
く
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　最
後
に
中
村
安
全
・
衛
生
副
部

会
長
（
九
州
電
力
送
配
電
㈱
）
が

本
大
会
の
安
全
宣
言
を
読
み
上

げ
、
参
加
者
の
拍
手
を
も
っ
て
賛

同
を
得
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　労
務
管
理
部
会
、
安
全
・
衛
生

部
会
委
員
及
び
参
加
者
さ
れ
た
方

全
員
の
協
力
を
得
て
無
事
に
本
年

度
の
安
全
衛
生
推
進
大
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

延岡支部

安全衛生推進大会（122名参加）

延
岡
で
安
全
衛
生
推
進
大
会

災
害
0・健
康
確
保
へ

　
　
　
　  

決
意
新
た

≪林業・木材製造業労働災害防止協会における労働災害防止活動≫

地域の中で、安全衛生に関する水準が良好で改善のための取組
みが他の模範であると認められる事業場又は企業に対する表彰

功績賞
≪宮崎県トラック協会における安全衛生推進活動≫

≪選択評価事項：安全確保対策≫

福田　博

地域の中で、地域、団体又は関係事業場における安全衛生活
動において指導的立場にあり、当該地域、団体又は関係事業
場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献をした個人に対す
る表彰

一般社団法人宮崎県トラック協会
飼料・畜産部会長

安全衛生推進賞
地域の中で、長年にわたり安全衛生関係の
業務に従事し、地域、団体又は関係事業場
の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献を
した個人に対する表彰

瀬口　俊郎

小坂　昌臣

建設業労働災害防止協会 宮崎県支部
串間市分会 事務局長

林業・木材製造業労働災害防止協会
宮崎県支部 安全衛生指導員

者
労
功
び
及
場
業
事
良
優
る
係
に
生
衛
全
安

令和
4年度  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰

青木あすなろ建設株式会社・松本建設株式会社 共同企業体
杉安発電所総合更新工事のうち

株式会社科学飼料研究所
日向工場

富士チタン工業株式会社
延岡工場

益山商工株式会社

永島林業株式会社

●水力発電所等建設工事業
　現場事務所：西都市南方230
　工事現場：西都市南方椎原 杉安発電所

●飼料・有機質飼料製造業
　日向市日知屋17371 番地17

●無機・有機化学工業製品製造業
　延岡市天下町1203 番地３

●プラスチック製品製造業
　都城市高城町穂満坊750

●林業
　小林市堤2900 番地３

奨励賞

     Oktoberfest

≪建設業労働災害防止協会における安全衛生推進活動≫

土木本工事、土木除却工事
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岡
支
部
の
安
全
衛
生
推
進
大

会
が
6
月
8
日
13
時
30
分
か
ら
、

延
岡
市
の
延
岡
総
合
文
化
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
事
業

主
や
安
全
担
当
者
ら
66
社
1
2
2

名
が
参
加
し
安
全
衛
生
の
講
話
や

特
別
講
演
等
を
通
じ
て
「
災
害
０

と
健
康
確
保
」
へ
の
決
意
を
新
た

に
し
ま
し
た
。

　岡
部
労
務
管
理
部
会
長
（
旭
有

機
材
㈱
グ
ル
ー
プ
長
）
の
開
会
の

挨
拶
に
続
き
、
大
野
安
全
・
衛
生

部
会
長
（
旭
化
成
㈱
延
岡
支
社

　

環
境
安
全
部
長
）
が
主
催
者
と
し

て
安
全
週
間
の
意
義
と
実
施
事
項

等
を
含
め
て
挨
拶
し
、
本
大
会
の

後
援
者
で
あ
る
延
岡
労
働
基
準
監

督
署
の
大
野
署
長
は
熱
中
症
対
策

や
行
政
の
取
り
組
む
べ
き
課
題
を

ま
じ
え
て
お
話
さ
れ
ま
し
た
。

　安
全
衛
生
講
話
で
は
同
労
基
署

の
田
邊
安
全
衛
生
課
長
が
、
労
働

災
害
発
生
状
況
並
び
に
災
害
事
例

　
こ
の
度
、
塩
月
光
夫
前

会
長
の
後
任
と
し
て
公
益

社
団
法
人
宮
崎
労
働
基
準

協
会
の
会
長
に
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
宮

崎
県
内
の
主
要
事
業
場
を

は
じ
め
約
1,
　8
5
0
事
業

場
を
会
員
に
も
ち
、
宮
崎
労

働
局
長
登
録
教
習
機
関
と
し

て
労
働
安
全
衛
生
法
に
基
づ

く
技
能
講
習
な
ど
を
実
施
し

て
い
る
ほ
か
、
各
種
研
修
会

就
任
の
ご
挨
拶

会
長

橋
口

　光
雄

や
安
全
衛
生
大
会
等
を
開
催

し
て
労
務
管
理
と
労
働
安
全

衛
生
水
準
の
向
上
に
大
き
な

役
割
を
果
た
し
て
い
る
団
体

の
会
長
と
い
う
重
責
に
大
変

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
の
収
束

が
な
か
な
か
見
通
せ
な
い

中
、
当
協
会
と
会
員
事
業
場

を
取
り
巻
く
環
境
は
、
世
界

経
済
の
変
化
や
産
業
構
造
の

変
化
な
ど
の
影
響
で
大
変
厳

し
い
状
況
で
す
。
こ
う
し
た

状
況
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、

公
益
社
団
法
人
と
し
て
公
益

性
を
維
持
し
つ
つ
も
財
政
基

盤
の
強
化
を
も
図
っ
て
い
く

た
め
に
は
、
会
員
数
の
増
加

を
図
り
、
各
種
講
習
会
等
の

受
講
者
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

獲
得
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　
昭
和
42
年
に
設
立
さ
れ
た

宮
崎
労
働
基
準
協
会
は
平
成

29
年
に
50
周
年
を
迎
え
今
日

に
至
っ
て
い
ま
す
。こ
の
間
、

労
働
災
害
防
止
活
動
は
も
と

よ
り
、
週
休
2
日
制
を
原
則

と
す
る
週
40
時
間
労
働
制
の

推
進
、
長
時
間
労
働
の
是
正

や
同
一
労
働
同
一
賃
金
の
実

現
を
目
指
し
た
働
き
方
改
革

関
連
法
の
周
知
な
ど
に
宮
崎

労
働
局
の
指
導
の
も
と
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、
当
協
会
と
し
ま

し
て
は
、
今
日
的
な
労
働
諸

問
題
へ
の
取
り
組
み
を
含
め

た
事
業
活
動
を
積
極
的
に
展

開
し
、
そ
の
使
命
を
果
た
し

て
い
く
た
め
、
会
員
の
皆
様

に
は
こ
れ
ま
で
以
上
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

し
、
就
任
の
あ
い
さ
つ
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
こ
の
度
、
令
和
4
年
度
の

定
時
総
会
を
も
っ
て
公
益
社

団
法
人
宮
崎
労
働
基
準
協
会

の
会
長
を
退
任
い
た
し
ま
し

た
。
平
成
28
年
6
月
の
定
時

総
会
で
会
長
に
就
任
し
3
期

6
年
に
わ
た
っ
て
会
長
を
務

め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
間
、
会
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。

　
在
任
中
の
出
来
事
を
振
り

退
任
の
ご
挨
拶

会
長

塩
月

　光
夫

返
っ
て
み
ま
す
と
、
当
協
会

事
務
所
の
矢
野
産
業
祇
園
ビ

ル
へ
の
移
転
、
ト
ラ
ン
プ
米

国
大
統
領
の
登
場
、
働
き
方

改
革
関
連
法
の
施
行
、
２
０

２
０
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
な

ど
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
と

り
わ
け
、
令
和
２
年
１
月
に

発
生
し
ま
し
た
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
は
、
日
本
国
内
は
も

と
よ
り
世
界
中
に
大
き
な
ダ

メ
ー
ジ
を
与
え
ま
し
た
。
ワ

ク
チ
ン
接
種
に
よ
り
感
染
の

影
響
は
多
少
弱
ま
っ
て
は
い

ま
す
が
、
い
ま
だ
に
日
常
生

活
も
経
済
活
動
も
感
染
予
防

に
十
分
注
意
を
払
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
状
況
で
す
が
、

労
働
災
害
防
止
へ
の
積
極
的

な
取
り
組
み
や
労
務
管
理
に

役
立
つ
情
報
の
提
供
な
ど
当

協
会
の
公
益
法
人
と
し
て
の

使
命
は
果
た
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
後
任
の
橋
口
光

雄
会
長
に
経
営
基
盤
の
強
化

や
新
型
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け
る

各
種
行
事
や
講
習
会
の
開
催

方
法
の
改
善
な
ど
の
取
り
組

み
を
お
願
い
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
が
、
会
員
の
皆
様

に
は
引
き
続
き
協
会
事
業
へ

の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上

げ
、
退
任
の
あ
い
さ
つ
と
し

ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

及
び
そ
の
対
策
に
つ
い
て
具
体
的

に
わ
か
り
や
す
く
説
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、
有
識
者
検
討
会
報
告
を

も
と
に
今
後
の
化
学
物
質
等
の
管

理
の
在
り
方
に
つ
い
て
説
明
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　特
別
講
演
で
は
湯
川
裕
美
産
業

保
健
支
援
セ
ン
タ
ー
産
業
保
健
専

門
職
が
「
①
コ
ロ
ナ
に
負
け
な
い

身
体
を
つ
く
る
②
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
」
と
い
う
2
つ
の
テ
ー

マ
で
講
演
さ
れ
、
免
疫
力
を
高
め

る
に
は
適
切
な
食
事
と
質
の
良
い

睡
眠
を
と
る
こ
と
こ
そ
が
大
事
と

話
さ
れ
ま
し
た
。
食
べ
物
ご
と
の

カ
ロ
リ
ー
比
較
も
あ
っ
て
、
会
場

で
は
多
く
の
方
が
う
な
づ
い
て
い

ま
し
た
。
ま
た
、
治
療
と
仕
事
の

両
立
支
援
で
は
、
い
ざ
病
気
と

な
っ
た
時
に
仕
事
を
続
け
た
い
場

合
の
相
談
窓
口
が
わ
か
ら
な
い
人

も
多
く
、
と
て
も
参
考
に
な
っ
た

よ
う
で
し
た
。

　最
後
に
中
村
安
全
・
衛
生
副
部

会
長
（
九
州
電
力
送
配
電
㈱
）
が

本
大
会
の
安
全
宣
言
を
読
み
上

げ
、
参
加
者
の
拍
手
を
も
っ
て
賛

同
を
得
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

　労
務
管
理
部
会
、
安
全
・
衛
生

部
会
委
員
及
び
参
加
者
さ
れ
た
方

全
員
の
協
力
を
得
て
無
事
に
本
年

度
の
安
全
衛
生
推
進
大
会
を
終
了

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

延岡支部

安全衛生推進大会（122名参加）

延
岡
で
安
全
衛
生
推
進
大
会

災
害
0・健
康
確
保
へ

　
　
　
　  

決
意
新
た

≪林業・木材製造業労働災害防止協会における労働災害防止活動≫

地域の中で、安全衛生に関する水準が良好で改善のための取組
みが他の模範であると認められる事業場又は企業に対する表彰

功績賞
≪宮崎県トラック協会における安全衛生推進活動≫

≪選択評価事項：安全確保対策≫

福田　博

地域の中で、地域、団体又は関係事業場における安全衛生活
動において指導的立場にあり、当該地域、団体又は関係事業
場の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献をした個人に対す
る表彰

一般社団法人宮崎県トラック協会
飼料・畜産部会長

安全衛生推進賞
地域の中で、長年にわたり安全衛生関係の
業務に従事し、地域、団体又は関係事業場
の安全衛生水準の向上発展に多大な貢献を
した個人に対する表彰

瀬口　俊郎

小坂　昌臣

建設業労働災害防止協会 宮崎県支部
串間市分会 事務局長

林業・木材製造業労働災害防止協会
宮崎県支部 安全衛生指導員

者
労
功
び
及
場
業
事
良
優
る
係
に
生
衛
全
安

令和
4年度  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰  安全衛生に係る宮崎労働局長表彰

青木あすなろ建設株式会社・松本建設株式会社 共同企業体
杉安発電所総合更新工事のうち

株式会社科学飼料研究所
日向工場

富士チタン工業株式会社
延岡工場

益山商工株式会社

永島林業株式会社

●水力発電所等建設工事業
　現場事務所：西都市南方230
　工事現場：西都市南方椎原 杉安発電所

●飼料・有機質飼料製造業
　日向市日知屋17371 番地17

●無機・有機化学工業製品製造業
　延岡市天下町1203 番地３

●プラスチック製品製造業
　都城市高城町穂満坊750

●林業
　小林市堤2900 番地３

奨励賞

     Oktoberfest

≪建設業労働災害防止協会における安全衛生推進活動≫

土木本工事、土木除却工事
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上記の他 ハラスメントを防止するための望ましい取組についても、積極的な取組をお願いします。
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令和4年 労災死亡者累計
令和4年6月13日現在宮崎労働局

署別 宮
崎

延
岡

都
城

日
南 計 前年

同期業種
製造業
建設業
運輸業
林　業
その他
計

1
3

1
1
6

1

1
1

2

1

3

1

1
2
6

2
3
1
1

7前年同期

ゼロ災運動　理念3原則

個別労働紛争
解決研修（基礎研修）のご案内

個別労働紛争を防ぎ、解決して働きやすい職場の実現を！

労働法と事例的研修で構成されています。 定員60人/回

　近年、解雇、労働条件の引き下げ、いじめ・嫌がらせ、雇止めなど労働者個人と事業主との間の企業内
トラブル（個別労働紛争）が頻発しています。こうした中にあって個別労働紛争の発生を予防するとと
もに、発生した労働紛争に適切に対応し、労働者が安心して働ける職場環境を整備することは、今や経
営の重要課題となっています。
　本研修は、主に企業内の個別労働紛争に対応される方を対象に、紛争解決のための基本的能力①紛
争の争点を把握し整理する能力②争点ごとに事実関係を調査し、正確に把握する能力③法令、判例や
就業規則を踏まえ、有効な解決手段を見出す能力などを付与・向上することを目的としています。

・身近な個別労働紛争の事例や判例を数多く
取り入れた講義を通して、紛争解決のルー
ルとなる労働法の基本的知識を習得
・講師は、著名な労働法学者が担当

・個別労働紛争解決システムを理解した上
で、具体的な事例を活用してどのように紛
争を解決していくかを検討
・講師は、実務経験豊富な労使の弁護士が担当

※研修の効果を高めるため、予習として事前にオンデマンド配信（Vimeo）による動画を視聴（事前学習）して
いただきます。　※各研修日の１か月前から研修日の前日までが事前学習期間となります。　※ライブ配信
の研修当日の講義はZoomにより行います。　※会場開催の研修については、新型コロナウィルス感染拡大
状況等により、延期等の対応をさせていただく場合があります。

税込み、テキスト教材一式込

申し込み方法等詳細につきましては、全基
連HPをご覧ください。基礎研修のほかに個
別労働紛争の解決に携わった経験のある
方や同程度の経験・知識を有する方を対象
にした応用研修もあります。

公益社団法人 全国労働基準関係団体連合会（略称 全基連）研修事業本部

受講のお申し込みはホームページから。研修内容の詳細はこちら

TEL:03-3518-9103 / e-mail:kensyu@zenkiren.com

ライブ配信 /会場開催

27,500円

宮崎労働局 令和4年6月1日現在

6 5月 林業 激突され トラック 30代 3年男
皆伐現場において、チェーンソーによる伐木作業を行うため、被災者が伐採箇
所周辺を徒歩で移動していたところ、立木にかかった状態の風倒木の下方を
通過するときに突風が吹き、この風倒木が倒れて被災者の腰部に激突した。

発生月番号 起因物事故の型業  種 災  害  の  概  要性別 年齢 経験期間

令和4年 死亡災害発生状況

本研修の目的

研修内容

基礎研修受講料

令和４年度基礎研修スケジュール

労働法

事例的研修

回 研修日 開催
方式 研修会場

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

7月22日
（6月22日～）

7月29日
（6月29日～）

8月26日
（7月26日～）

9月7日
（8月7日～）

9月28日
（8月28日～）

10月5日
（9月5日～）

10月28日
（9月28日～）

11月11日
（10月11日～）

11月18日
（10月18日～）

12月3日
（11月3日～）

12月16日
（11月16日～）

1月11日
（12月11日～）

（令和５年）

1月27日
（12月27日～）

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

ライブ
配信

会場 東京
（TKP新宿カンファレンスセンター）

大阪
（CIVI研修センター新大阪東）

東京
（中野サンプラザ）

東京
（中野サンプラザ）

会場

会場

会場

令和
４年度

お問い
合わせ
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（免除）…以下の講習等の免除対象者についてはお問合せいただくか、宮崎労働基準協会HPでご確認ください。

講   習   名 受 講 料
（消費税込）

テキスト代
（消費税込）

担当支部 開　催　日 会　場

技
能
講
習

ガス溶接 13,640 会員    330
一般    880

宮崎 ※ 7 / 1 6（土）～7/17（日）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） ポリテクセンター宮崎

宮崎 ※ 7 / 3 0（土）～7/31（日）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） ポリテクセンター宮崎

延岡 ※ 7 / 9（土）～7/10（日）
（学科） ポリテクセンター延岡
（実技）

延岡 ※ 7 / 1 6（土）～7/17（日）
（学科） ポリテクセンター延岡
（実技）

延岡 ※ 7 / 2 3（土）～7/24（日）
（学科） ポリテクセンター延岡
（実技）

都城 ※ 8 / 2 0（土）～8/21（日）
（学科） 小林秀峰高等学校
（実技）

日南 ※ 8 / 2（火）～8 / 3（水）
（学科） 日南市テクノセンター
（実技） 日南振徳高等学校

玉掛け
（吊上げ荷重１トン以上のレーンの玉掛作業）

 27,280   
（免除 25,190）

会員    550
一般 1,650 都城 7 / 7（木）～7 / 9（土）

（学科） 早水公園体育文化センター（都城市）
（実技） 𠮷原建設㈱仮設機材部

小型移動式クレーン
（つり上げ荷重１トン以上５トン未満の

小型移動式クレーンの運転業務）

34,540
（免除 32,120）

会員    605
一般 1,705

宮崎 8 / 2 5（木）～8/27（土）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） 矢野運輸㈱

都城 8 / 4（木）～8 / 6（日）
（学科） 都城地区建設業協会
（実技） 𠮷原建設㈱仮設機材部

酸素欠乏・
硫化水素危険 17,160 会員 1,210

一般 2,310

宮崎 7 / 5（火）～7 / 7（木）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）

宮崎 8 / 1 7（水）～8/19（金）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技）

有機溶剤 11,440 会員    660
一般 1,760

宮崎 8 / 3 0（水）～8/31（木） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 8 / 1 7（水）～8/18（水） 延岡市職業支援訓練センター

特
別
講
習

クレーン運転業務 会員 11,550
一般 14,630 1,705 延岡 7 / 5（火） ～7 / 6（水）

（学科） 日向地区中小企業支援機構
（実技）

アーク溶接等業務 会員 17,270
一般 20,350 1,210

宮崎 ※ 7 / 2 1（木） ～7/23（土）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） ポリテクセンター宮崎

宮崎 ※ 8 / 4（木） ～8 / 6（土）
（学科） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）
（実技） ポリテクセンター宮崎

自由研削用といし
取替等業務

会員   8,140
一般 11,110 1,320 宮崎 8 / 2 0（土）

（学科） ポリテクセンター宮崎
（実技）

電気取扱業務（低圧） 会員 11,660
一般 14,740 770 延岡 8 / 2 3（火） ～8/24（水）

（学科） 延岡市職業訓練支援センター
（実技）

フルハーネス型
堕落制止用器具

会員   6,710
一般   9,790 990 都城 7 / 2 0（水）

（学科） 
早水公園体育文化センター（都城市）

（実技）

そ
の
他

職長等の教育
（注）建設業の方については、職長・安全衛生

責任者教育を建設業労働災害防止協会
（℡0985-20-8610）が実施しています。

会員 11,550
一般 14,630 880

宮崎 8 / 2 3（火） ～8/24（水） 矢野産業祇園ビル講習会場（宮崎市）

延岡 8 / 3 0（水） ～8/31（木） 延岡市職業支援訓練センター

第一種衛生管理者
受験準備講習

会員 7,700
一般 9,900 宮崎 7 / 1 2（火）

宮崎県トラック協会総合研修会館
（宮崎市恒久1-7-21）

　

講習のご案内講習のご案内
7 8 月分

講習のお申込み・お問合せは、本部・宮崎支部 までお願いします。但し、※印の講習（主に高校生対象）
を受講希望の方については、担当支部にお問合せの上、お申し込みください。

（注）新型コロナウィルス感染拡大の状況により、急きょ開催を中止又は延期する場合がありますので、ご了承ください。

宮崎基準協会

「受講申込書」はホームページから
印刷(ExcelまたはPDF形式)できます

・「技能講習」等の受講申込書に、自動車運転免許証等の写しの貼付が必要です。
・テキストの送付を希望される場合は、送料を負担していただきます。
・受講料、テキスト代は消費税込みの金額です。原則として、開催日の５日前までにご入金ください。
・（現金での支払い…本部・宮崎支部窓口、現金書留…担当支部宛、振込み…担当支部口座）

作
業
主
任
者

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

★定員に達しました

（小林開催）

講習会の申込み・問合せ先等
宮崎労働基準協会本部・宮崎・日南支部

延岡支部

■

■
■

申込受付期限等■
宮崎市祇園3丁目1番地 矢野産業祇園ビル〒880-0024

TEL.0985-25-1853  FAX.0985-28-9080
TEL.0982-34-5538  FAX.0982-21-0117

都城支部 TEL.0986-24-5603  FAX.0986-24-5618

申込みの受付けは、開催日の1か月前から開始します。土日・祝日に当たる場合は翌
営業日となります。また、申込みの締切りは、開催日の2営業日前までです。郵送の場
合は開催日の2営業日前までに必着となります。定員に達している場合は、キャンセル待ち
をご案内します。


